
令和５年度 第１回新発田警察署協議会議事概要

開催日時 令和５年６月２６日（月）午後２時00分から午後３時40分まで

開催場所 新発田警察署 講堂

月岡会長 林副会長 安達委員
委 員

大沼委員 小井戸委員 小柳委員 計12人
（ ）定数15人

鈴木委員 髙橋（直）委員 田代委員

出 席 者 傳委員 宮崎委員 渡辺委員

（ ）会長・副会長以下50音順

渡辺署長 岡澤分庁舎所長 濱田警務課長

計10人警 察 阿部留置管理課長 小谷会計課長

髙橋生活安全課長 平野地域課長

杉本刑事課長 本間交通課長 平石警備課長

管内の治安情勢

署長から、令和５年６月末現在の管内の治安情勢について、資料に基づき説明があ

った。

前回の答申事項に対する業務推進状況

生活安全課長、交通課長から、前回答申した重点推進項目の取組状況について下記

のとおり説明があった。

１ 特殊詐欺被害防止対策の推進

抑止三本柱対策の継続実施

(1) 犯人から電話を受けない対策

○ 各種機会を通じた防犯機能付電話機の説明と普及促進

①防犯講話実施時における広報

②防犯機能付き電話機シュミレータを活用した広報

新発田市七軒堂公民館

新発田市乙次集落開発センター

③チラシを活用した広報（毎月発行）

(2) だまされないための対策

①特殊詐欺被害防止推進員による広報



新発田市介護老人福祉施設「陽だまり苑ふぇりあ」

②広報誌による広報

新潟日報 ミニック 令和５年４月号、防犯新潟

③被害防止落語、講演会などの広報活動

新発田市介護老人福祉施設「陽だまり苑ふぇりあ 【防犯落語】」

胎内市老人クラブ「築地さわやかハウス」 【被害防止講話】

新発田市七軒堂公民館 【防犯落語】

新発田市乙次集落開発センター 【防犯落語】

④各種会議における広報

⑤高齢者世帯戸別訪問による広報

胎内市（北成田･宮川･竹島集落）93世帯

(3) だまされたとしても犯人に金を渡さないための対策

①金融機関における窓口対応訓練

新潟県労働金庫中条支店

２ 交通死亡事故抑止対策の推進

(1) 交通安全運動等と連動した対策の推進

ア 新入学（園）児を守る交通安全週間（4/6～4/12）

外ケ輪小学校新入学児に対する見守り・声かけ

入学式当日、登校する新入学児童及び保護者の見守り及び交通安全の声かけ

を実施。

山倉小学校における交通安全週間出発式の開催

警察署長、聖籠町長らが出席し、交通安全週間の出発式を開催した後、通学

路において街頭指導を実施。

イ 春の全国交通安全運動（5/11～5/20）

交通安全運動出発式の開催

新発田地区交通安全協会等と協同し、新発田市役所において出発式を開催し

た後、沿道から歩行者及び通過車両に対し、交通安全を呼びかける旗を掲出し

広報啓発を実施。

また、胎内市交通安全協会等と協同し、胎内市役所においても 「シートベ、

ルト着用」等の呼びかけを実施。

ウ 自転車安全月間（5/1～5/31）

ＪＲ新発田駅前において、自転車利用者に対し、安全な乗り方及び４月１日

から努力義務化されたヘルメットの着用についての呼びかけを実施。

(2) 高齢者事故抑止対策の推進

ア ３月15日、胎内市乙地内において発生した死亡事故に伴う緊急シルバーゾー

ン対策として、周辺の各世帯を訪問し広報を実施。

６月５日、新発田市米倉地内において発生した死亡事故を受け、新発田地区

交通安全協会と協同し、発生路線に所在する「米倉ふれあいロードパークねむ

の木広場」における交通安全広報を実施。

イ 春の全国交通安全運動の実施に伴い、胎内市交通安全協会と協働

し、胎内市竹島地区の高齢者世帯訪問を実施。



ウ 「速度等取締り指針」に基づいた交通指導取締りの推進

諮問

署長から、当面の重点推進事項について次のとおり諮問があった。

１ 犯罪抑止対策の推進

(1) 特殊詐欺被害防止対策の推進

○ 防犯団体や事業者と協働した更なる広報活動の推進

○ 金融機関、コンビニエンスストアと協力した水際対策の強化

○ 行政機関と連携した防犯機能付き電話機の普及促進

(2) 子供・女性にかかる犯罪被害防止対策の推進

○ 通学路、学校における犯罪・前兆事案対策の推進

○ 不審者事案の早期解決と迅速な情報提供

○ ＤＶ・ストーカー等への適切な対応

２ 交通事故防止対策の推進

(1) 夏期の交通実態を踏まえた交通事故防止対策の推進

ア 夏の交通事故防止運動（７月22日～７月31日）

横断歩行者等の交通事故防止のための広報と取締り

飲酒運転の根絶の向けた取締りの強化

イ 秋の全国交通安全運動（９月21日～９月30日）

「横断歩行者を守ります」宣言企業との各種交通事故防止活動

(2) 歩行者事故防止に向けた交通指導取締り等の推進

ア 通学路や学校周辺道路における取締り

イ 「速度等取締り指針」に基づいた交通指導取締りの推進

３ 高齢者の各種被害等防止対策の推進

(1) 高齢者の犯罪被害防止対策の推進

高齢者に特化した犯罪被害防止、交通事故防止の推進

(2) 高齢者保護等による各種事故防止対策の推進

答申

新発田警察署協議会で協議、検討した結果、諮問のとおり推進するよう答申した。

意見・要望・質疑等（○は署長等の説明）

１ 協議会においては、警察へのお願いという一方通行だけでなく、問題提起して委

員から提案するなど意見を出し合い解決となるようにしていきたいと思います。



○ 難しい問題もありますが、積極的な問題提起、提案により協議会が意義あるも

のとなるようよろしくお願いします。

２ 諮問答申事項の交通事故防止対策にあった「横断歩行者を守ります」宣言企業に

ついて詳しく教えて下さい。

○ 管内の企業・団体等の皆様から、横断歩行者を保護する独自の活動を「宣言」

・推進していただく交通安全啓発の取組です。

現在、管内３６の企業・団体等が「宣言」しています。

３ 最近新発田市で電動キックボードが走るのを見かけ、何か速いなという印象であ

り心配となったのですが、この事故防止対策について教えて下さい。

○ ７月から道路交通法が改正され、最高速度２０キロ以下等の条件の電動キック

ボードについては、ヘルメット装着が努力義務化されたほか、車道、自転車専用

通行帯を走れることとなりました。当署管内では電動キックボードの走行を確認

、 、 。していませんでしたので 情報提供をしていただき 参考とさせていただきます

電動キックボードについては、規制の範囲内で安全に走行して事故を防止する

よう周知広報を徹底したいと思います。

４ 最近西新発田付近に大型スーパーが開店しましたが、店から出る車両が国道７号

線を出るとき、左折のみの規制のため、右折したかった車両が、狭い小路を入りす

ぐ渋滞となっています。改善策の検討をお願いします。

○ 様々な渋滞解消策がありますが、今後、検討していきたいと思います。

５ 青色パトロールカーに乗って子供たちの見守り活動などをしていますが、横断歩

行者がいるのに止まらない車が多いような気がしますが、どのような対策をしてい

るのでしょうか。

○ 新潟県は、全国的にも車が停止しないといわれていますが、新発田警察署でも

横断歩行者妨害の取締りをしっかりやっていきたいと考えております。

○ 警察では横断歩道付近に立っている人が渡るのか、そうでないのかはっきりす

るよう「渡るよサイン」の普及をすすめていますが、成人であっても軽く手を上

げるなど渡る意思を積極的に示すよう広報を進めています。

６ 冬の降雪時、除雪が徹底されず危険な思いをすることがありますが、なんとかな

らないでしょうか。

○ 除雪そのものは、道路管理者である国土交通省、新潟県、市町村が実施します

が、警察としても一般市民からの通報やパトロールなどで危険な道路状況を把握

したら、関係機関に積極的に情報提供し、除雪、凍結防止剤の散布など各種対策

を要請するようにいたします。

７ 清涼飲料水の自動販売機の売上金のうち、設置者が受け取る手数料の一部を被害

者支援活動に役立てる活動があると聞き、これはいいことだと感心して自社でも設

置しました。警察でも、よりいっそう各企業に導入を進めるようお願いします。

○ 犯罪被害者等基本法に基づいて様々な被害者支援制度があるのですが、制度自

体がまだまだ十分でない状況であると思われます。新発田警察署でも、今後、被

害者支援自動販売機設置の促進に向け管内各企業に働きかけたいと思います。



速度取締り指針の策定

交通課長から、交通事故発生実態に合わせた速度等取締りを実施する旨の説明があ

り、了承した。

令和５年度 第１回新発田警察署協議会議の状況

協議会開会の状況 委嘱状交付の状況

署長あいさつの状況 協議会議事進行の状況


